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事Q　　3』　1、マ，』
　　　　ロの

　　　　》『　冨アし
　　　　　　　　　　　　　、1曝

　　　　轟　’菱
　　　　　　　　ザ　　　　　［帽・㌧

　　　　　　　　で

函塾　、へ・Vご一

　　　歳曳おめでとう．ア

　1月15日中央公民館で成人式が盛大に開催されま

した。本年の成人者は540人を数え、若人の式典で

は、関谷市長のあいさつにつづき新成人代表の高橋

孝雄さん大野江美さんが「誓いのことば」を行い、

記念感想文では、佐藤麻里枝さん斎勝則さん両名に

よる力強い発表が行われました。
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昭
和
五
十
七
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
九
、

〇
四
七
、
九
一
二
千
円
（
対
前
年
度
比
一
四
、
二
％
増
）
、

歳
出
決
算
額
は
八
、
七
八
一
、
五
七
七
千
円
（
対
前
年

度
比
一
四
、
六
％
増
）
で
、
差
引
額
は
二
六
六
、
三
三

五
千
円
と
な
り
ま
す
が
、
翌
年
度
へ
繰
越
す
べ
き
財
源

三
、
〇
三
三
千
円
を
差
し
引
い
た
二
六
三
、
三
〇
二
千

円
が
決
算
剰
余
金
で
す
。

　
し
か
し
、
財
政
調
整
基
金
を
二
四
九
、
三
五
一
千
円

取
り
く
ず
し
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
財
政
事
情

は
ま
す
ま
す
窮
迫
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
歳
入
の
構
成
を
み
ま
す
と
地
方
交
付
税
、
国
・
県
支

出
金
、
市
債
な
ど
の
依
存
財
源
が
五
、
〇
二
〇
、
五
一

五
千
円
で
全
収
入
の
五
十
五
、
四
％
、
市
税
、
繰
入
金
、

諸
収
入
、
繰
越
金
な
ど
の
自
主
財
源
は
四
、
〇
二
七
、

三
九
七
千
円
で
全
収
入
の
四
四
、
六
％
で
、
前
年
度
と

比
較
す
る
と
］
○
、
三
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
鉄
か
ら
委
託
さ
れ
て
い
る
渇
水
対
策
事
業

に
対
す
る
諸
収
入
八
八
三
、
一
二
七
千
円
が
あ
る
た
め

で
す
。

　
次
に
市
が
仕
事
を
す
る
た
め
に
使
っ
て
い
る
費
用
の

状
況
を
目
的
別
に
分
け
て
み
ま
す
と
、
転
作
水
田
整
備
、

農
林
道
の
新
設
改
良
、
地
籍
調
査
な
ど
を
行
っ
た
農
林

水
産
業
費
が
一
、
四
四
四
、
五
三
七
千
円
で
第
一
位
。

次
い
で
、
道
路
・
橋
梁
の
新
設
改
良
、
土
地
区
画
整
理
、

公
園
整
備
、
住
宅
建
設
な
ど
を
行
っ
た
土
木
費
が
一
、

三
八
三
、
七
六
一
千
円
で
第
二
位
。
第
三
位
は
生
活
保

護
費
な
ど
の
扶
助
費
が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
民

生
費
が
一
、
三
四
二
、
七
八
五
千
円
、
第
四
位
は
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
な
ど
を
行
っ
た
教
育
費
の
一
、
〇

七
〇
、
九
五
一
千
円
、
以
下
総
務
費
九
七
六
、
一
〇
九

千
円
、
衛
生
費
七
四
八
、
九
一
六
千
円
、
公
債
費
五
五

〇
、
一
〇
八
千
円
、
災
害
復
旧
費
四
〇
四
、
三
八
○
千

円
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

鰍
ζ
㌻

▲白石市学校給食センター

90億4，791万円歳入

533，396（5．9％）

「
　　財産収入348，907（3．9％l

　　r繰入金251，765（2．8％

繰越金128，583（1．4％

地方譲与税121，399（1，3％

分担金及び負担金100，340（1．1％

　　自動車取得税交付金87，409

「r使用料・禰珊

その他32，929（0．2％）

2，358，275（26．1％

2，059，247（22．8％

　＿1．903　711rg903，711（21．0％）

一1，036，440（11．5％

市
債

諸
収
入

2

国
・
県
支
出
金

甫
税

地
方
交
付
税

陣位干円1

翻
2
0

15

10

5

0

市税収入内訳　　　　　　　その他
　　　　　　　5，233万9千円12．5％

　　　　都市計画税　　　　　　　／

灘．瀦翻艶

梱
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占
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▲大鷹沢小学校プール

87億8，157万円歳出

0

4

8

12

16

（億／

（単位千円／

農
林
水
産
業
費

土
木
費

民
生
費

総
務
費

教
育
費

衛
生
費

公
債
費

％
1
」

消防費
242，817
（2．8％）

義会費162，432
　　　（1．8％）

商工費184，573
　　　　　　　（2．！％

労働費270，226（3．1％

災害復旧費404，380（4．6

550，108（6．3％）

560，378（6．4％）

1，070，953（12．2％）

1，169，466（13．3％）

1，337，947（15．2％

市民1人当り

使った費用
208，237円

383，762（15．8％

444，535（16．4％　》　 人口42，171人
S58．3．31日現在世帯数　11，240戸

特別会計

17億4，036万円

17億0，337万円

17億0，329万円

業
事
額
額
額

険
保
算
済
済

康
　
入
出

健
民
予
収
支

国

1，400万円

1，321万円

1，3娼万円

　
額
額
額

業

欝
算
罐

財
予
収
支

繭

3億9，167万円

3億9，038万円

3億9，038万円

額
業
算

事道
水
予

下

収入済額
支出済額

3，955万円

3，917万円

3，917万円

地方卸売市場事業

予算額
収入済額
支出済額

9，307万円

9，668万円

9，173万円

老人保健

予算額
収入済額
支出済額

上水道事業会計

収益的収入及び支出

　　　　（経常経費）

　収入予算額　　2億4，145万円

　収入済額　2億6，848万円
　支出予算額　　2億6，495万円

　支出済額　2億5，679万円

資本的収入及び支出

　　　　　（投資的経費）

　収入予算額　　　4，513万円

　収入済額　　4，513万円
　支出予算額　　1億0，069万円

　支出済額　　9，189万円
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露謎器・鴫

機動力抜群のパレード

人

　　　　　　　　　　○一消防出初式
自石市消防団（上西礼二団長・700人）の出初式が

1月6日雁狩橋両岸の斎が川において、団員による一

斉放水より初まりました。引き続き、ラッパ隊を先頭

に市内をパレード、中町の観閲会場では、関谷市長が

小型動力車32台、ポンプ車2台に分乗した団員の機動

力抜群のパレードを激励しました。引き続き白一小に

集合した団員たちは、各機械器具の点検や訓練に、き

びしい寒さの中で午前中いっぱいミいざ本番に備えミ

訓練を実施していました。

寧
，
、
調

』
薯
鰍

藩

轡
聯
は
ノ

葬触

蹴
講
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　　年賀はがきでふれあい

　　　　　　　　○一東保育園で抽選
　　　　　　ひろじド　白石郵便局（杉本恢局長）は、今春小学校に入学す

る児童にお年玉年賀はがきを配布しました。これは、

白石郵便局管内の郵便局と地域住民とのふれあいを目

的としたもので、抽選会は、東保育園で行われました。

抽選会では、杉本局長が見守る中、0～9までの数字

の入った三角帽をかぶった園児たちが先生のピアノ伴

奏に合わせて赤、白のボールを手渡し、大だいこでス

トップ。2組の数字で当選番号を決めていました。

当選番号は14ぺ一ジに掲載。

わだい

fら『　』

　　　　　　　　一＿．、，鱒特．蜘i㌧
　　　　　　　　　　ンマィプP　ざφ嘩「
　　　　　　・戴、、㍗繊髪急癌謡∫

　　　安全祈願し着工へ

　　　　　　　○一森合雁狩橋線高架橋

白石沖の都市計画街路「森合雁狩橋線」の立体交差

部分工事の安全祈願祭が1月20日、工事現場で行われ

ました。立体交差部分は、東北線を高架橋でまたぐもの

で、計画の工事区間は、全体で540m。うち東北線を

高架橋でまたぐ立体交差部分の工事が全長約200m。

今回は、橋台1基、橋脚2基の部分工事です。高架橋

は鉄筋コンクリート造り。上下2車線の車道と橋の両

側に幅4mの側道と2mの歩道を設け、付近住民の通

行などが可能になります。

碑

　　　無形文化財に指定

　　　　　C）一刀工宮城昭守さん（刀銘）

我が国伝統工芸の中で日本刀は「くろがねの華」と

も言われておりますが、昭和58年12月28日、白石市無

形文化財「日本力鍛造技術」に白石市字大畑1番地の

61在住の本名宮城真一さん（刀銘昭守）が指定きれま

した。宮城昭守刀匠は、祖父盛国、父守国と三代にわ

たる刀工で、自石市に鍛刀場を構え鋭意作刀にはげん

できました。昭和57年4月には、市民会館において個

展を開催。（57年5月号広報掲載）新作名刀展では毎年

数々の賞を受賞するなどしており、咋年は仙台におい

て個展を開くなど今後の活曜が期待されています。
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　▲白石市交通安全指導隊

　　市交通安全指導隊（村上勇隊長）の安全祈

　願がこのほど行われました。同指導隊は、事

　故防止のため交差点などで歩行者の横断や車

・　の誘導を行い自石市民の安全確保に努めてい

　ます。年間出動延べ人数は2，400人を数えて

　います。

春季全国火災予防運動

2月29日～3月13日

「火の用心心で用心

　　　　　目で用心」

　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
む
　
　
　
ゆ
　
　
　
の
　
　
　
む
　
　
　
ゆ
　
　
　
を
　
　
　
む

　
　
　
　
冬
道
は
安
全
蓮
転
を
　
籠
鈴
催
る
こ
と
が
わ
か

　
冬
に
な
る
と
道
路
事
情
は
、
雪
道
　
　
第
二
は
、
お
お
か
た
の
路
面
が
乾
　
　
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
脱
ス
パ
イ
ク
タ

や
路
面
が
凍
っ
た
り
す
る
こ
と
か
ら
　
燥
し
て
い
て
も
日
陰
や
カ
ー
ブ
、
橋
　
イ
ヤ
運
動
が
県
下
的
に
押
し
進
め
ら

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
、
冬
道
の
特
微
　
の
上
な
ど
は
凍
結
し
て
い
る
こ
と
が
　
れ
て
お
り
、
除
雪
や
融
雪
剤
の
散
布

を
し
っ
か
り
認
識
し
て
お
く
こ
と
が
　
よ
く
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
　
　
　
も
こ
れ
ま
で
よ
り
一
層
多
く
行
わ
れ

大
切
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
、
自
　
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
全
部
の
道
路

　
白
石
市
と
白
石
警
察
署
か
ら
次
に
　
石
警
察
署
管
内
の
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
　
を
完
全
に
と
い
う
わ
け
に
は
ゆ
か
な

よ
り
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
市
民
　
多
い
と
こ
ろ
を
見
て
み
ま
す
と
、
　
　
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
し
、
県
の

の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
　
○
国
道
四
号
線
で
は
、
越
河
県
境
か
　
道
路
交
通
規
則
に
よ
っ
て
雪
ま
た
は

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
越
河
駐
在
所
前
ま
で
の
閻
　
　
　
　
凍
結
の
た
め
ス
リ
ッ
プ
す
る
お
そ
れ

　
第
一
は
、
雪
道
で
は
制
動
距
離
が
　
○
斎
川
橋
、
新
白
石
大
橋
、
蔵
王
大
　
が
あ
る
と
き
は
、
鎖
ま
た
は
全
車
輪

三
～
五
倍
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
　
橋
付
近
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
す
べ
り
止
め
の
性
能
を
有
す
る
タ

つ
ま
り
時
速
四
〇
キ
。
で
す
と
通
常
二
　
〇
国
道
一
一
三
号
線
で
は
、
小
原
地
　
イ
ヤ
を
着
装
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

O
m
位
で
止
る
も
の
が
、
六
〇
～
一
　
区
の
カ
ー
ブ
の
多
い
地
域
　
　
　
　
　
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

0
0
m
位
に
延
び
て
し
ま
う
こ
と
に
　
○
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
キ
ー
場
付
近
　
　
　
　
寒
さ
が
き
び
し
く
な
る
二
月
、
あ

な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
な
っ
て
お
り
、
冬
道
の
特
徴
が
事
　
な
た
の
安
全
運
転
で
事
故
を
防
い
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
國
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
だ
さ
い
。

カギかけは家族みんなの合言葉

お出かけのさいは、隣に「一声」を

　　　　　　　　　　　　　　　　　ドロボーの被害はこんなにあります

　　　　　　　　　　　　　　　　　　○被害件数　　　98件
侵入盗防止のポイント　　　。被害総額2，762，。。。円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和57年中、資料白石警察署）

1．買物などでチョット留守にする時でもrヵギ」

2，

3
45．

をかける。

トイレの高窓，風呂場の窓など「こん訟とこ

る緩、1と思うところも忘れずに。

お出かけのときは隣に「一声」かける、

カギは性能のよいものをつける。

、主錠はCPマークのついたもの1

新聞など毎日配達されるものは取り入れておく。

　
　
コ
き

望
翻
．
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葡
繋
霧
税
の
寧
霧
鵜
讃
雛

霊
翻
試
ハ
灘
拳

　
　
篁
躍
†
翼
灘

　
市
県
民
税
の
申
告
相
談
は
二
月
六

日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
、
次
の
日

程
で
行
い
ま
す
。
お
近
く
の
受
付
会

場
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

柵
里
目
を
必
要
と
す
る
人
嚇

　
今
年
の
一
月
一
日
現
在
、
市
内
に

居
住
し
て
い
て
昭
和
五
十
八
年
中
に

所
得
の
あ
っ
た
次
の
人
が
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
【
該
当
者
】

▽
商
業
、
農
業
、
製
造
業
な
ど
事
業

を
営
ん
で
い
る
人
。

▽
譲
渡
、
不
動
産
、
配
当
、
利
子
雑

収
入
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人
。

▽
給
与
所
得
以
外
に
所
得
が
あ
っ
た

　
人
。

▽
給
与
を
二
箇
所
以
上
の
事
務
所
か

　
ら
受
け
て
い
る
人
。

▽
給
与
所
得
者
で
勤
務
先
か
ら
給
与

支
払
報
告
書
が
市
に
提
出
さ
れ
て

　
い
な
い
人
。

▽
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を

提
出
さ
れ
る
人
と
給
与
支
払
報
告

書
が
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人
は

申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
昨
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
人
で

も
、
申
告
書
の
裏
面
に
そ
の
理
由

を
書
い
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

…
申
告
に
必
要
な
も
の

旧；1旧川I

申
告
に
は
次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

▽
所
得
状
況
が
明
ら
か
な
帳
簿
や
領

収
書

▽
医
療
費
の
受
領
書

▽
生
命
保
険
料
の
支
払
証
明
書

▽
印
鑑

…
所
得
税
の
申
告
…

　
所
得
税
の
白
石
で
の
相
談
日
は
二

月
二
十
九
日
、
三
月
一
、
二
の
三
日

間
市
役
所
大
会
議
室
へ
四
階
）
で
行

い
ま
す
。

　
納
税
者
が
昭
和
五
十
八
年
中
に
得

た
所
得
と
、
そ
れ
に
対
す
る
税
額
を

計
算
し
、
納
め
過
ぎ
や
不
足
分
を
精

算
す
る
も
の
で
す
。

　
源
泉
徴
収
や
予
定
納
税
で
税
金
が

納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
人
、
給
与

所
得
者
で
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除

な
ど
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
人
、

年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後
就
職

し
て
い
な
い
た
め
年
末
調
整
を
受
け

な
か
っ
た
人
は
、
確
定
申
告
を
し
な

い
と
、
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
税

金
は
還
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
税
金
の
還
付
を
受
け

ら
れ
る
人
は
、
二
月
十
六
日
以
前
で

も
税
務
署
で
は
申
告
書
を
受
付
け
て

い
ま
す
か
ら
早
目
に
申
告
し
て
還
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
義
務
対
象
者
に
は
用
紙

が
送
付
さ
れ
ま
す
が
、
今
年
初
め
て

の
方
は
税
務
署
ま
た
は
市
役
所
税
務

課
の
窓
口
か
ら
用
紙
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
r
月
き
－
石
』
　
　
．
，

　
　
　
　
　
　
　
ざ
』
㌧
一
盤
西
‘
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昭和59年度市県民税申告納税相談日程表

場所

越河公民館

少

斎川公民館

大平公民館

市役所
大会議室

　　　　対象行政区
午蔚9：‘〕O～12：0艦午後玉：OD～塗：00

1区・2区・3区謄5区・6区

8区・9区・1・区縫講灘

1区、2区、3区i4－2区、5区
4－1区　　　i6区
7－1区、7－2i営業、事業、特殊畑
区、8区　　　i事業者〔除たばこ）

1区、2区　　　i3－1区・3－2
　　　　　　　：区、4区、5区

6障区・8区縫籔灘灘

越河、斎川、大平地区の「葉たばこ」
事業者

譲渡所得者

地区名曜
日

月日

河越月2／6

火［
‘

斎　川水8

木9

大平金10

月13

河
川
平

越
斎
大

火14

大聡沢公民館

臼川公民館

小原公民館

福岡公民館

深谷公民館

市役所
大会議室

1区、2区、3区i5区、6区、7区
4区　　　　：8区、9区
　　　　　　　　　営業、事業、特殊畑
lO区・11区・12区i事業者1除たばこ）

　　　　　　　　　3区、■業、事業、特殊畑
1区・2区　　　蔭1賭傭たばコ

4区、5区　i／
上戸沢、下戸沢、i大熊・東・塩ノ倉
赤井畑、冷清水　：中北

雛新町・粥轍磐騨
川原子、不忘、蔵i酪農事業者（福岡
王、芹沢　　　　t全区）

弥治郎、大網、八i鎌先、営熟事業、特
宮、山ノ下　　　：殊畑蝶者醸たばの

源下原・山恨i「鶴蟹業者

沖　　　i7　　　　　　　　閣＿／

諜西区上哩南区・東区・北区

6区、7区　　　i紀上、滝下、尾ベラ

大曙沢オく15

木

臼　川金

16

17

土18

小原月20

火21

福岡水1フウ

木ウリ
ーo

金器

土％

谷深目27

確定申告確定申告

自川
福岡

全域

火28

水29

木3！1

老ワ
｝

大鷹沢金区「葉たi　　　　－／
ばこ」事業者　　　：　／一／

　　　　　　　　南町、本町、中町
田町　　　i長町

磯3　i需町・短町
上郡山　i麟藁撃特殊

柳町

大尺土
，3

臼石月『
」

火6

水門
ゴ

木a

贋巣

営業、事業、特殊i　　　／／

壁一≦東益岡、清水小路i本郷第1、本郷第
寿町　　　　　　12、中益岡

郡山　　　　　　i西益岡、本郷第4

翁9

上10

月12

火13

で　
　
申

　
　
定
）

が告
方
　
　
確
い

申
た
　
　
（
レ
ご

　
　
方
だ

に
つ

日
か
　
　
た
く

　
　
つ
で

定
な

指
き
　
　
か
い

　
－
な
お

　
　
き
に

　
　
で
中

　
　
告
前

　
　
申
午

　
　
に
は

　
　
日
方

會下　
　
定
の

　
　
指
告

水14

全域木15

製
造
中
吐
の
製
描
で
も

翔
鵡
は
保
存
さ
れ
て
い
ま
す

　
テ
レ
ビ
が
映
ら
な
く
な
っ
た
。
掃

除
機
が
作
動
し
な
く
な
っ
た
　
　
も

う
・
寿
命
〃
か
と
あ
き
ら
め
る
前
に
、

プ
ラ
グ
、
コ
ー
ド
、
ス
f
ッ
チ
な
ど

を
点
検
し
、
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で

故
障
か
ど
う
か
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

　
は
っ
き
り
故
障
だ
と
分
か
っ
た
ら
、

－
、
箇
轡

販
売
店
や
メ
ー
カ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
に
修
理
や
調
整
を
依
頼
し
ま
す
。

　
修
理
を
依
頼
す
る
と
き

　
電
気
製
品
は
、
製
造
が
打
ち
切
ら

れ
た
後
も
、
補
修
用
部
品
は
『
定
期

間
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
．
修
理
を
依

頼
す
る
時
に
は
、
商
品
の
種
類
、

型
式
番
号
、
購
入
時
期
、
故
障
の
状

態
、
使
用
年
数
、
故
障
歴
を
伝
え
ま

す
。
そ
の
時
に
、
料
金
を
兄
積
も
り

て
も
ら
い
ま
す
。
修
理
後
は
、
修
理

内
容
と
請
求
金
額
の
明
細
、
領
収
書

を
必
ず
受
け
取
り
、
保
管
し
て
お
き

ま
し
よ
戸
フ
。

　
修
理
料
金

　
修
理
料
金
は
、
部
品
代
＋
技
術
料
・

＋
出
張
費
で
す
。
保
．
証
期
間
内
で
も

出
張
費
を
叩
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
ら
、
小
型
の
も
の
は
、
侍
ち

込
み
修
理
の
ほ
う
が
経
済
的
で
す
。

調査日1昭和59年1月初旬59年1月初旬　臼石市

　　備　　　考

上昇品目：砂糖、天ぷ
らぞ由、　食ノぐン、　カレー

ライス、A重油
下降品目；しょう油、

牛乳、ラップ、パーマ
ネン　ト半斗、　吏丁ギ由、　レギ

ュラーガソリン、軽油

横ばい品目：小麦粉、

マーガリン、バダー、

テ｛ソシュペーパー、

プロペンガス、理髪料

晴子　さん（斎中

　
　
　
鍋
も
の
嵐
卵
む
し
、

　
【
材
料
】
　
（
四
人
分
）

　
卵
六
個
、
玉
う
ど
ん
一
．
玉
、
し
い

た
け
鵬
9
、
と
り
肉
励
9
、
な
る
と

吉
、
ほ
う
れ
ん
草
少
々
、
だ
し
汁
五

カ
ッ
プ
、
酒
大
さ
じ
二
杯
、
し
ょ
う

ゆ
大
さ
じ
一
杯
半
、
塩
小
さ
じ
二
杯

　
【
作
り
方
】

①
玉
う
ど
ん
は
、
五
セ
ン
チ
位
の
長

さ
に
切
り
、
さ
っ
と
水
洗
い
を
し
、

ほ
ぐ
し
て
水
を
切
っ
て
お
く
。

②
し
い
た
け
は
せ
ん
ぎ
り
、
な
る
と

は
う
す
く
輪
切
り
に
す
る
。

③
と
り
肉
は
三
セ
ン
チ
位
の
そ
ぎ
切

り
に
し
、
酒
を
少
々
か
け
て
お
く
。

∂
ほ
う
れ
ん
草
は
さ
っ
と
ゆ
で
、
ニ

セ
ン
チ
位
に
切
る
。

◎
、
（
妻
摺
⑤
を
大
き
な
器
（
丼
で
も

よ
い
）
に
入
れ
、
し
ょ
う
油
大
さ
じ

一
杯
半
を
か
け
、
味
を
し
み
こ
ま
せ

て
お
く
。

⑥
卵
を
割
り
、
ほ
ぐ
し
て
お
く
。

の
）
だ
し
汁
に
塩
小
さ
じ
二
杯
、
酒
大

さ
じ
一
杯
を
入
れ
、
（
㈲
）
に
混
ぜ
昧
を

整
え
て
⑤
に
入
れ
る
。

⑧
蒸
し
器
か
、
大
き
な
鍋
に
水
を
入

れ
、
⑤
の
器
を
入
れ
、
水
が
煮
立
つ

ま
で
強
火
、
後
は
中
火
で
、
卵
が
か

た
ま
る
ま
で
蒸
す
。

⑨
で
き
あ
が
っ
た
と
こ
ろ
へ
、
な
る

と
と
ほ
う
れ
ん
草
を
色
ど
り
よ
く
上

に
の
せ
る
。

㊧
巣
を
立
て
な
い
よ
う
、
鍋
の
ふ
た

の
間
に
は
し
を
は
さ
ん
で
お
く
。

○
玉
う
ど
ん
の
か
わ
り
に
、
焼
い
た

餅
で
も
よ
い
。

消費生活モニター調査結果
対前月価格比

　　o．4

　△2．0

　　0．4

！．4

△0．4

△3．3

13．9

△0．7

△3．8
△3．4
△1、3

△0．9

　1．2

調納価格
　　　　266

　　　　448

　　　　560

　　　　214

　　　　148

　　　　195

　　　　232

　　　　384

　　　　155

　　　　2！1

　　4，993

　　　　387

　　1，487

　　5，450

　　　1，433

　　　1，458

　　　　153

　　　　　108

　　　　　82

平均値
　　　　267

　　　　439

　　　　562

　　　　214

　　　　150

　　　　195

　　　　231

　　　　384

　　　　155

　　　　204

　　4，993

　　　　441

　　1，487

　　5，412

　　1，379
　　1，408

　　　　151

　　　　106

　　　　　82

最低値
　　　238

　　　418

　　　　500

　　　　185

　　　　140

　　　　163

　　　　208

　　　　378

　　　　145

　　　　138

　　4，800

　　　　400

　　1，300

　　5、000

　　1，350
　　1．350

　　　　145

　　　　103

　　　　　75

最高1直

　　　280

　　　450

　　　600

　　　　230

　　　　！60

　　　　215

　　　　260

　　　　398

　　　　170

　　　　248

　　5，200

　　　　480

　　1，800

　　6，000

　　1．500
　　1．500

　　　　165

　　　　110

　　　　　85

　銘柄・規格
上　臼　糖　　　1kg

本醜造ヒ級濃口　　L82
　　　　〔ぴん代込み）

1，6509　（L8ε）

薄　力粉　　　1kg
並　　　食　　　1斤

ソ　フ　ト　　22駒

紙容器入り　1，000cc

カルトン入り　225g

晶　名
1，砂　 糖

2．しょう油
3．　ヲく…　竃ミ　ら　2由

4．小麦粉
5．食パン
6、マーガリン

7．牛　 乳

8．バター

　i　鮪粥’

9・ il璽ベー’1－1400枚（200組）紙箱入り

拶」乏．＿ノ、一、7㌦i幅30cm長さ聖m（一巻L

11，フ。ロパンガス1　　　　　10m‘

一i五「』房二升ワr冠一一　　皿
f3，葺 夏r垂擁璽を含む），
14．パーマネント料　ヌ雇告老、∫柔秀喜、トカツ

15・．灯　．油叢護←
生6。しギュラーがノリン14現金

17，軽　油1召現金
金

現

現

召

4重油i1
17，軽

18．A
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冨
！

皿
胆

弔
臼
口

π
口

［
日
ほ

易

㎜
紬研

㎜
日
田

㎜
崖

～
旧

リ
リ

㎜
湖
皿

皿㎜
…
い

　
m
｝

皿

ー
［
n
・

㎝

ー
皿
”

皿
u
r

ユ
冒

椰
一脳

｝
口
，
翌

可山皿“

国
皿［
…
、
h

皿
一

皿
u
I

㎜
一
ー

　
　
　
新
穀
の
粟
を
献
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
谷
　
　
　
康
さ
ん

　
に
い
な
め
さ
い

　
新
嘗
祭
に
五
穀
の
一
つ
粟
を
天
皇
陛
下
に
献
上
し
て
い
る
山
谷
康

さ
ん
（
七
十
八
歳
）
福
岡
長
袋
字
田
上
”
。

　
山
谷
さ
ん
は
、
お
父
さ
ん

の
代
か
ら
新
嘗
祭
に
丹
精
を

込
め
て
育
て
あ
げ
た
米
や
粟

を
献
上
し
て
い
ま
す
。

　
山
谷
さ
ん
が
献
上
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
二
十

二
年
か
ら
で
、
お
父
さ
ん
か

ら
農
業
を
受
け
継
ぎ
、
自
分

も
近
衛
兵
と
し
て
陛
下
と
同

じ
よ
う
に
御
飯
を
頂
い
た
あ

り
が
た
き
へ
の
恩
返
し
の
気

持
ち
が
動
機
で
始
め
ま
し
た
。

蓬
・

　
当
時
は
、
米
の
持
ち
出
し
が
非
常

に
き
び
し
か
っ
た
の
で
食
糧
事
務
所

か
ら
搬
出
許
可
を
得
る
の
に
苦
労
し

た
思
い
出
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
毎
年
献
上
し
て
い
た
精
米
（
う
る

米
）
一
升
と
粟
一
升
は
、
昭
和
二
十

八
年
か
ら
、
当
県
の
県
北
は
精
米
、

県
南
か
ら
は
粟
と
区
分
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
そ
の
後
は
毎
年
粟
を
献
上
し
、

こ
こ
十
年
は
、
二
、
三
年
に
一
回
の

献
上
と
な
り
ま
し
た
と
に
っ
こ
り
。

　
機
械
に
頼
ら
ず
、
植
え
付
け
か
ら

肝涌πT l哨1「

1魏

繕瀬
機、．l

l翌欝

、
．
拍
隈
，

苅
り
取
り
ま
で
心
の
こ
も
っ
た
手
作

り
の
作
業
は
、
山
谷
さ
ん
の
「
真
心
」

が
一
層
山
谷
さ
ん
の
人
生
観
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
感
じ
が
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
昨
年
十
月
十
八
日
に
山
本
宮
城
県

知
事
と
山
谷
さ
ん
と
奥
さ
ん
の
と
き

わ
さ
ん
等
が
一
緒
に
献
上
の
ご
あ
い

さ
つ
の
た
め
上
京
し
た
際
は
、
農
作

業
の
話
と
か
作
柄
に
つ
い
て
陛
下
は
、

た
い
へ
ん
お
話
に
ご
興
味
を
示
さ
れ
、

い
ろ
い
ろ
ご
下
問
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
山
谷
さ
ん
は
、
地
元
山
根
地
区
の

区
長
さ
ん
と
し
て
長
年
勤
め
ら
れ
、

昨
年
市
か
ら
自
治
功
労
者
と
し
て
表

彰
。
ま
た
福
岡
財
産
区
議
員
の
公
職

も
兼
ね
て
お
り
ま
す
。

　
最
近
は
、
古
希
を
過
ぎ
た
思
い
出

を
短
歌
に
し
た
り
、
趣
味
の
写
真
を

撮
る
姿
は
、
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
て
少

し
も
老
を
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
獅
獄

　
　
　
　
　
　
鵡
酬
謬
　
　
　
複

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
韓

▲みのりの粟

　
各
地
に
サ
ク
と
い
う
地
名
が
あ

る
。
漢
字
で
は
作
と
い
う
字
を
あ

て
て
い
る
。
こ
の
言
葉
に
は
二
つ

の
意
味
が
あ
り
、
第
一
は
「
耕
俘

す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
越

河
に
清
左
工
門
と
い
う
入
の
名
の

よ
う
な
字
名
が
あ
る
．
、
も
と
は
清

左
工
門
伽
と
い
っ
た
の
が
、
作
の

字
が
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は

清
左
工
門
と
い
う
人
が
開
墾
し
た

田
が
あ
っ
た
た
め

だ
ろ
う
。
白
石
東

部
の
北
無
双
作
は

昔
、
無
双
作
と
い

う
囲
い
名
で
あ
っ

た
。
そ
れ
が
丸
森

街
道
を
は
さ
ん
で

南
と
北
に
分
れ
、

南
無
双
伶
は
耕
地

整
理
で
白
石
沖
に

ま
と
め
ら
れ
、
北

無
双
作
だ
け
残
っ

た
。
も
と
も
と
無

レコレ

ら
れ
た
の
で
あ
る
．
．
別
の
記
録
に

は
鬼
俘
と
書
い
た
の
も
あ
る
。
免

は
兎
や
鬼
と
間
違
っ
て
書
か
れ
易

い
。
鷹
巣
寿
山
注
宅
地
の
北
側
、

国
道
一
｝
三
号
沿
い
に
爾
ヶ
作
が

あ
る
。
高
み
の
土
地
で
水
が
か
り

が
悪
／
＼
雨
の
多
少
で
作
柄
に
影

響
を
う
け
た
。
サ
ク
の
第
二
の
意

昧
は
、
狭
い
谷
間
と
い
う
こ
と
で
、

サ
コ
（
迫
）
が
設
っ
た
言
葉
。
越

　
　
　
　
　
　
河
の
北
ノ
作
・
南

　
　
　
　
　
　
ノ
作
・
枯
木
ヶ
作
、

　
　
　
　
　
　
な
ど
い
ず
れ
も
谷

ア
⑭

名地

双
と
い
う
の
は
着
物
の
織
り
方
で
、

表
と
裏
を
同
じ
柄
膜
様
に
織
っ
た

も
の
．
．
そ
こ
か
ら
無
双
作
と
い
う

の
は
い
つ
も
作
柄
が
変
ら
な
い
良

い
耕
作
地
と
い
う
こ
と
で
つ
い
た

地
名
ら
し
い
。
東
北
線
臼
石
駅
の

南
部
に
兎
作
と
い
う
の
が
あ
る
。

　
　
　
ぬ
ん
さ
く

こ
こ
は
免
作
が
正
し
い
地
名
。
こ

の
土
地
が
低
湿
地
で
不
良
だ
か
ら
、

年
貢
の
減
免
地
だ
っ
た
の
で
つ
け

作という場所
頃
、
舟
着
き
場
だ
っ
た
の
で
つ

た
名
と
い
う
。

の
よ
う
に
細
長
い
狭
い
土
地
か
ら

つ
い
た
地
名
。
八
宮
大
網
の
地
区

に
小
鹿
作
と
い
う
変
っ
た
地
名
が

あ
る
。
お
が
ん
さ
く
と
呼
ぶ
，
鹿

の
通
り
道
を
思
わ
せ
る
傾
斜
の
急

な
狭
い
場
所
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

間
の
狭
い
場
所
。

北
の
谷
・
南
の
谷
・

枯
木
の
多
い
谷
・

朴
の
本
の
生
え
て

い
る
谷
と
い
っ
た

意
昧
。
越
河
の
東

寄
り
に
あ
る
舟
ケ

作
は
古
老
の
話
で

は
舟
ヶ
崎
で
こ
の

辺
が
海
で
あ
っ
た

し
か
し
こ
こ
は
舟

1

8

訓
購

π監1τiπ1江ill』IFπ皿
甲

閣

蒋
、
川

「
h
，

㎜
判
－

皿
趾

［
」

イ
ド
ル

アの蒙がわ

跡辺育子ちゃん（大鷹沢）

　正俊さん、美貴子さんの長女

　ママからひとこと

　健康でのびのびと育ってほし眺

＼噂魯畳幅

鹸

胤

「うさぎにのって」

　　玉手理絵（蔵王分校1年

し　　　　び　　　　のわた

　か轡鞍拶

　「だいこんあらい」

　樋口輝代（三住分校3年）

・禰～

滞
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　　　市

歌

魯民壇

〔
投
句
さ
れ
る
方
へ
〕

毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、

封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
庄
所
、
氏

川
股
兵
三
選

夜
べ
の
風
し
ず
も
る
朝
の
杉
落
葉
庭
を
埋
め
て
し
る

く
匂
い
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

紅
葉
の
み
な
散
り
は
て
し
裸
木
に
初
冬
の
ひ
か
り
淡

く
照
り
映
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

墓
石
に
す
が
り
泣
き
伏
す
孤
児
あ
わ
れ
三
十
八
年
の

歳
月
長
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

淡
々
と
雪
を
か
ぶ
り
て
素
枯
れ
た
る
土
手
の
芒
穂
を

車
窓
よ
り
見
る
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
久
子

今
な
ら
ば
治
せ
る
も
の
を
胸
病
み
て
は
た
ち
で
逝
き

し
友
を
偲
び
居
り
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

半
年
の
滞
在
期
間
に
日
本
語
を
勉
強
す
る
と
甥
の
眼

光
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
澄
子

名
を
明
記
の
う
え
市
総
務
課
広
報

係
（
自
石
市
桜
小
路
三
五
）
へ
。

短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

片
言
の
孫
を
相
手
に
落
葉
焚
く
夕
暮
せ
ま
り
時
雨
降

り
来
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

背
の
び
し
て
鍵
盤
に
ふ
れ
音
を
た
て
て
ニ
ォ
の
孫
の

顔
ほ
こ
ろ
び
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
若
桑
　
謙
一

初
雪
に
孫
は
ず
み
て
早
々
と
電
話
か
け
来
ぬ
霜
月
の

朝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

山
畑
の
土
堤
に
煙
は
た
な
び
き
て
麦
蒔
く
人
の
焚
火

し
て
居
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
城
慎
太
郎

稲
刈
り
て
畔
に
憩
へ
る
そ
の
母
は
ひ
し
と
子
を
抱
き

頼
ず
り
を
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
大
友
　
正
三

明
け
や
ら
ぬ
薬
師
の
杜
の
石
ふ
め
ば
霜
ふ
る
わ
せ
て

梵
鐘
ひ
び
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

風
花
の
舞
い
散
り
て
き
し
窓
の
外
雪
に
う
も
れ
て
暮

す
娘
を
思
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

年
始
客
帰
り
し
あ
と
の
静
け
さ
に
夫
と
憩
い
ば
心
安

ら
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

早
番
の
手
伝
い
終
へ
て
降
り
た
て
ば
師
走
の
空
に
北

斗
七
星
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
う
こ
ん

卜但

一
壇
　
鈴
木
貞
二
選

荒
れ
て
ゐ
る
観
音
堂
や
冬
の
川
　
　
　
高
橋
和
歌
子

祖
母
の
わ
れ
孫
に
か
こ
ま
れ
ク
リ
ス
マ
ス
鈴
木
い
く

よ
き
日
射
し
一
杯
背
な
に
大
根
引
く
　
　
川
村
静
恵

冬
ざ
れ
て
小
野
の
碑
佗
し
川
ほ
と
り
高
子
た
ち
ば
な

し
ぐ
る
る
や
鳥
よ
ぎ
り
す
ぐ
野
の
墓
標
　
大
庭
良
子

大
枯
し
や
拓
鉢
僧
の
声
透
る
　
　
　
　
　
草
野
美
沙

谷
間
よ
り
流
る
る
霧
に
鷺
一
羽
　
　
　
　
太
田
敏
子

店
内
に
聖
歌
流
れ
る
平
和
の
世
　
　
　
　
近
内
キ
ヨ

霧
晴
れ
て
芒
の
穂
波
光
り
け
り
　
　
　
　
遠
藤
省
三

盲
導
犬
時
雨
の
中
に
主
人
待
つ
　
　
　
勅
使
瓦
令
造

家
計
簿
の
残
り
少
な
く
師
走
く
る
　
　
　
岡
崎
澄
子

わ
が
影
も
ま
た
細
か
り
し
冬
木
立
　
　
　
佐
藤
周
子

店
に
吊
る
助
宗
鱈
に
灯
り
て
　
　
　
　
　
鈴
木
民
子

餌
づ
け
す
る
白
石
川
に
．
潟
ふ
ゆ
る
　
　
　
佐
藤
善
夫

炉
開
い
て
古
き
道
具
の
親
し
か
り
　
　
　
青
木
良
子

※
二
月
旬
会
は
、
二
十
六
日
側
十
二
時
よ
り
中
央
公

民
館
で
行
い
ま
す
。
　
○
春
寒
、
蜆
汁
。

　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　〔　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　㌃　　　　　　　　　　〔　　　　　　　　　〔　　　　　　　　㏄　、　　　　　　　一　　　　　　『　　　　　　『一－　　　　r　　　皿　　’ア　〔（
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　　　第3回　△△遠剥△ll△ ’

　　　3月2日～3月5日
竈催白石市中央公民館　r獅臼石市中央公民館

一一催しもののお知らせ一

展
示
の
部

月
日

会
場

3／2
　　囲

～

3／5
　（月）

調
理
実
習
室

ト牌

理

展実

一
爪

習

図

書

室

　手
　づ
　　く

展り
　絵
　本
示

2F

通

路

　ユ
　ネ
　ス
　コ
展パ
　ネ
＿　ル

示

弔
一
一
砺
修
室

展

示

七

宝

焼

講座室
弟 第

地
区
公
民
館

　
　
展
　
示

観
聴
覚
室

陶
芸
（
金
曜
・
日
曜
コ
ー
ス

　
　
展
　
示

自
作
教
材
上
映

l　F

ロ
ビ
ー

華
道

書
道展

示

工

作

蜜

　郷
　土
　史
展

　土
　器
示

※3月5日は正午まで。各地区公民館からも多数出品されます。

3／4（日1

　尋等脅1戸］総

3月2日（金）午後6時～9時

一吹雪の峠を越えたとき

　　少女たちは12歳だった一

翻麟醤
出演　大竹しのぶ、原田美枝子

古手川祐子、三国連太郎他

入場は無料です。

ご近所お誘い合せのうえご来場

ください。（※中学生以下は父兄

同伴でご来場願います。）

「此．、、、嘆会

3月3日（土）午後2時～4時

テレビなどでおなじみの司会者

小川宏さんが講演します。

催
し
も
の

3／2囲

PM5＝30～
　　人形劇上演

　　　「箱のおばけ」

　　一婦人ボランティアー

PM6＝00～9：00
　親子映画会
　　『あ・野麦峠』

3／3（力

PMl：00～
　　ジヤズダンス発表

PM1：30～
　郷土芸能発表

PM2100～
　　文化講演会
　　『テレビ・人・ふれあい』

　　　一小川宏氏一

PM6：00～
」月素人カラオケ大会

AM9：00
　　公民館まつり

　　家庭バレーボール大会

　テーマ

　「テレビ・人・ふれあい」

　講師　小川　宏氏（司会者）

※入場は無料ですが、入場整理券

を発行しますので教育委員会社会

教育課（曾5－2111内線411）また

は中央公民館（岱6－2453）から

お早めにお求めください。

『一累メ、テ，ラオア匝毒一

　3月3日（土）午後6時～9時

　昨年の好評にこたえて今年も行

います。ふるってご参加くださt、斗。

みなさんの熱いご声援を……

〉参加対象　昭和59年2月1日現

　在白石市に居住もしくは耳灘易を

　有する男、女計35名（グループ

　も可）

》伴奏について　カラオケテーブ

　はカセットテープとし、参加者

　が持参してください。（氏名を記

　入し、頭出しをして当日ご持参

　ください。）

レその他　審査等は行いません。

　歌詞カードは各自持参してくだ

　さい。参加者は当日午後5時ま

　で・集合してください。

〉参加申込み　昭和59年2月21日

　（火）まで中央公民館へお申込みく

　ださい。電話申し込み可（岱6－

　2453または4－5377）まで・、ど

　うぞ。なお定員になりしだい締

　切りさせていただきます。

1鋤うメこ冒レ1∫く潤一

　　虎萩蒐、1膚lll・ξ1

（大ホール）

1公民館で生涯学習に取り組む人たちによる 丁年間の成巣の〕

1展示・発表です。みなさんお誘いのうえおでかけください。 ▲昨年行われたカラオケ大会

▲誓いの言葉

秘　喫　人
　●　　⑧

φ
、 q　　　｝　　q

墾剛、
▲アトラクション

一
縛

鰍

　　　図書館
纈べ膚訂i’ 一・一』キ調1．『卜・

　　1醇晶潅

〉期日　2月16日〔わ～18日1ガ午前

　10時から午後4時まで

〉場所　臼石市図書館

1〉主催　パッチワーク・キルトサ

　ークル

　作品は、はしぎれ、小ぎれを｛、、

　かして作った手づくりのたのし

　いもので、夢いっぱいあふれて

　います。おそろいでお出かけく

　ださい。

※参考になる本の展示もいたして

おります。

　1築I　f’㌧・タ1に1郵ン塁1

　第6回仙南地区自f乍視聴覚教材

コンクールがこのほど行われ、社会

教育部門で自石市婦人ボランティ

ア学級のビデオ「自立をめざして」

が優秀賞を授賞、県コンタールに

出品されることになりました。教

材は、あけぼの園の生活をビデオ

に収録した作品です。

　
新
着
図
書
案
内
（
抄
）

現
代
用
語
の
基
礎
知
識
　
自
由
国
民
社

暮
ら
し
の
知
恵
が
豊
か
な
女
は
美
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
健
ニ

シ
ョ
ー
ク
哲
学
史
　
　
　
加
藤
　
尚
武

こ
じ
れ
る
人
間
関
係
　
　
杉
田
　
峰
康

日
本
考
古
掌
小
辞
典
　
　
江
坂
　
輝
彌

博
学
紀
行
　
宮
城
県
　
　
雨
宮
　
良
夫

裁
判
官
の
犯
罪
　
　
　
　
稲
木
　
哲
郎

ア
ク
ァ
ー
バ
！
酋
長
タ
ケ
ー
奮
戦
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
井
　
　
清

だ
ん
だ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

な
っ
て
い
、
－
、
　
　
　
　
成
澤
玲
子

ロ
ッ
キ
ー
ド
五
億
円
裁
判
無
罪
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
下
三
佐
男

I
L
O
条
約
と
日
本
　
　
中
山
和
久

愛
煙
家
に
さ
さ
げ
る
本
春
日
　
　
斉

認
知
科
学
へ
の
招
傅
　
　
渕
　
　
一
博

和
服
な
ら
、
私
　
　
　
　
中
谷
比
佐
子

貴
婦
人
が
愛
し
た
お
菓
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
田
美
奈
子

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
　
　
　
　
柴
田
治
三
郎

テ
ニ
ス
を
見
る
た
め
の
本
　
森
　
清
吉

暮
ら
し
に
役
立
つ
届
出
文
書
事
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
金
造

ケ
ヤ
キ
横
丁
の
住
人
　
　
金
田
一
春
彦

ひ
と
す
じ
の
道
　
全
3
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
岡
　
秀
子

荻
窪
風
土
記
　
　
　
　
　
井
伏
　
鱒
二

む
か
し
・
あ
け
ぼ
の
　
小
説
枕
草
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
辺
　
聖
子

洛
北
女
人
館
　
　
　
　
　
水
上
　
　
勉

日
曜
日
に
は
愛
の
胡
瓜
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
野
　
　
純

雲
な
が
れ
ゆ
く
　
　
　
　
池
波
正
太
郎

　
子
ど
も
の
本

い
な
く
な
っ
た
小
お
に
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團働く婦人の家受講生募集
＞場所　働く婦人の家

》受講料無料

》材料代　実費

※ただし毛糸の色の見本は婦人の

家にあります。くわしくは、働く婦

人の家優5－5095へお問い合せく

ださい。

講座名

料理教室

手芸教窯

手編教室

募集入員

30

30

30

震施内容
ひなまっり（節句）のお

料理

ハンダーガー刺繍のテー

ブルセンター
（早く出来る刺繍で好評）

ドルマンそでのセーター

実施月日

2月22日
（水）

2月23日
（木）

2月24日

3月2日
3月12日

実施時間

AM
10：00～12：00

P，M

13：00～15：00

P．M

18：00～20：00

申込〆切

2月17日

2月20日

2月21日

持参するもの

エプロン

三角巾

細目の毛糸針

はさみ

編針10号

かぎ針

闘市営住宅入居者募集
　白石市営住宅の入居者を次によ

り募集します。

○城南市営住宅

〉所在地　自石市大平森合字城南

〉募集戸数　8戸

レ家賃　月23，000円

〉型式　中層耐火3階建

○郡山市営住宅

1〉所在地　自石市郡山字雨ケ作

〉募集戸数　3月

》家賃　月22，000円

〉型式　簡易耐火2階建

〈受付期間〉

日（日曜・

除く）

〈受付場所＞

　2月1日～2月18

祭日と土曜の午後は

建設課住宅係

※くわしくは、住宅係（内線242）

までどうぞ。

飼仙台一高通信制生徒募集

　働きながら学ぶことのできる通

信教育は、年齢・性別には制限な

く主として自学自習で高等学校を

卒業できます。

1〉入学の目的　○高校課程…高校

　の卒業資格を得たい人。○特科

　生…一般教養として一部特定科

　目だけについて勉強したい人。

レ募集人員　高校課程…500名（特

　科生も含む）。

〉募集期間　昭和59年2月1日〔’」り

　から4月10日〔弱まで

13

レ詳しい資料がほしい人または入

　学願書がほしい人は、来校する

　か、電話か手紙で、下記に申込ん

　でください。〒980仙台市元茶

　畑4番地何（0222）93－6739か57

　－4501までどうぞ。

　なお、次のとおり入学希望者説

明会を行います。

〉日時　昭和59年3月11日（l　I）午前

　10時～正午

＞場所　臼石市兀山28　吉見学園

　服装技芸専門学校何6－2835

魎宮城県整肢不忘掌園
　（臓体不自由児施設）介助

　職員募集
　昭和59年4月1日に採用する当

園の障害児（者）介助員の採用試験

を次の要領で行います。

〉職種及び採用予定人員

　単純労務職（介助員）　4名

〉受験資格

○白石市、蔵王町、七ケ宿町の区

　域内に居f主し、昭和34年4月2

　日から昭和41年4月1日までに

　生まれた者で学歴は問いません。

O身長　　155cm以上

　体重　50kg以上

　身体の強健な者

レ第一次試験の日時及び場所

○日時　昭和59年2月13日午前10

　時30分

○場所　整肢不忘学園会議室

※第二次試験は、第一次試験合格

者のみ実施

〉受験手続

○申込み　申込み用紙は、不忘学

　園総務課庶務係に用意した用紙

　を使用し、所要事項を記入して

　持参して提出すること。（郵送は

　認めません）

○受付期間　昭和59年2月1日か

　ら2月10日まで、持参すること。

○受付時間平日は午前8時30分

　から午後5時。土曜日は正午ま

　で（日曜日を除く〉

〉その他　受験に関する問合せは、

　不忘学園総務課庶務係麿02242

　一（5）一3518までどうぞ。

／

電話の移転申し込み

をお忘れなく

0一白石電報電話局一・

　2月から5月にかけては引っ越

しのシーズンです。

　引っ越しなどで電話を移転され

る場合には、ご希望の日に工事が

できるようお早目（1G日から2週

間ぐらい前）に電報電話局へお申

し出ください。とくに3月、4月

は転勤の時期、引っ越しが決まっ

たらすぐ電話局（5－2000）へお申

、し込みください。

魍昭和勢年麗教育モニター

　募集
1．趣旨

　　政府の文教施策にっいて、広

　く一般国民から批判、意見、要

　望等を聞き、文教行政の参考と

　します。

2．仕事

　　教育モニターには、次の仕事

　を行っていただきます。

　①文部省がお送りする文書に御

　　意見などを記入し、回答して

　　いただきます。　（テーマ報告）

　②①以外で、文教行政に対する

　　御意見、御要望などがある場

　　合は随時お送りいただきます。

　　（随時報告）

3．募集人員等

　　500人依頼期問　2年
4．応募資格

　　教育について関心があり、教

　育モニターとして仕事に熱意を

　もっている年齢満20歳以上の日

　本国民です。ただし、次の方は

　応募できません。

①国会議員及び地方公共団体の

　　議会の議員

　②常勤の国家公務員及び地方公

　　務員（ただし、校長及び教員

　　は応募できます。）

③行政相談委員法による行政相

　　談員

④かって文部省教育モニターで

　　あった者

5．謝礼等

　　謝礼は、文部省からお願いし

　た「テーマ報告」にっいて御意

　見を御提出していただいた場合

　は、1，500円をお支払いします。

　また、文部広報、その他の広報

　資料を発行のっどお送りします。

6．申込先

　　宮城県教育委員会行政課

7．申込み締切日

　　昭和59年2月25日（土）

　　（郵送する場合には、2月25

　　日の消印有効です。）

8．「教育モニター申込書」は、直

　接、上記「申込先」で受け取る

　か、又は60円切手をはった返信

　用封筒（あて先明記）を同封し

　て請求してください。

9．選考結果

　　昭和59年4月に文部省で決定

　し、直接本人にお知らせする予

　定です。

帽ll田II岡ll副圃四ll駐帽ll酬酬国 I酬爵！1目咽

官公庁だより
臼引『囲II壁II臼I図！1皿II雪II馴酬霞II酬目IE霞II目II匿

白石駅々舎の一部改造

　　　一　　　白石駅
　日頃国鉄をご利用いただき感謝

します。このほど白石駅舎の改札

口と集札口を統合、正面入口を広

くするなどの改造工事を行います。

ご利用の皆様方には、工事中はご

迷惑とならないよう注意し、施行

いたしますので、特段のご協力を

願います。

1．改札口と集札口を船します。

　（3月1日から）

2
3
4．

5．

正面入口を広くします。

精算所はもとの小荷物扱所へ

移ります（3月1日から）

自動券売機は出札室のわきに

移ります。（2月10日から）

小荷物扱所がもとの貨物扱所

へ移ります。（1月16日から）

改造後の白石駅

墜嚢1．
　国民金融公庫では「国の進学ロ

ーン」として進学に必要な資金を

長期・低利にご融資しています。

　お子さまの進学資金として、お

気軽にご相談1ださい。

Oご利用いただける方

　高等学校以上に進学される方の

父兄です。ただし、年収が600万

円（事業所得者の方は440万円）

以内の方に限られます。

○資金の使いみち

　入学金・授業料・施設設備費な

どの学校納付金、受験のための費

用、教科書代、その他進学に際し

必要な資金です。

Oご融資額
　1進学者あたり50万円以内。

○利率

　年8．1％（昭和58年11月1日現在）。

○保証人

　1名以上必要です。（財団法人進

学資金融資保証基金を利用される

場合は不要です。）

○お取り扱い期間

　昭和58年11月～昭和59年4月

○お取り扱い窓口

　国民金融公庫のほか、銀行、信

託銀行、相互銀行、信用金庫、信

用組合、労働金庫、農協です。く

わしくは、もよりの窓口でお尋ね

ください。

　仙台市本町3－1－8

　　国民金融公庫仙台支店

　　智0222－22－5171
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信
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国民年金
　国民年金の保険料は
　所得から控除されます
　今年も、所得の確定申告をする

日寺其月（2月16日～3月15日まで）

が近づいてきました。

　国民年金の保険料は、「社会保険

料控除」の扱いをうけ、全額が前

年の所得から差し引かれ、課税の

対象になりません。

　あなたの分はもちろん、あなた

の家族の分として昭和58年中に支

払った、①定額保険料と付加保険

料（前納をした場合はその額）②

前年度以前の未納期間の保険料。

③過去に納付を免除された期間に

ついて追納した保険料。などにっ

いて、申告もれのないようにしま

しょう。

1総務課『）
　　建設工事関係競争

　　入礼参加申込み
　　遺．加受・付けにつ乳、もて

　市では、昭和59年度において発

注する建設工事、コンサルタント

等の競争入礼参加申込みの追加受

付けを次により行いますので、ご

希望の方は申込みください。

　なお、昭和58年度に申請済の場

合は2ケ年有効ですので申請の必

要はありません。

〉受付期間一昭和59年2月15日～

　29日まで

　必要書類の1わしいことにっい

ては、市総務課（内線323）にお

たずねください。

琶講1
　乳篇、＝⊇藁
一
』
．
∫β騨『一

　　　　　　　　　　鋪㌦『藁
　　　　市　　　　　　　一　　　　　　　ゴ　　　　　　　　　舷
　　　　　　　　　t　　　　　　　　F　　　　　　　　陶　　　　♪　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　－

　　昭和59年度分の市税から便利で

　安全な「口座振替」を開始します

　のでご利用下さい。

　　申込期間

　　昭和58年11月1日かう昭和59年

　2月29日まで申込みますと、昭和

　59年度課税分から振替えができま

　す。

　　それ以降でも随時受付けます。

　　ロ座振替とは

　　取扱金融機関があなたにかわっ

　て、指定した預金口座から、各納

　期の最終日に自動的に振替えて納

’税する制度です。指定する預金口

座は、原則として一世帯で一っの

　口座を指定して下さい。なお、都

　合により、納税者または税目ごと

　に希望される方は、それぞれにつ

　いて申込み下さい。

　　また、納税貯蓄組合に加入され

　ている方も口座振替を利用できま

　す。

　　こんなに便利

　Lわざわざ納期ごとに金融機関

　　や市役所に納めにいく手間がは

　ぶけます。

　2．仕事に追われ忙しい方や不在

　　がちの方に便利です。

　3・納期を忘れむだな延滞金を支

　払うことがありません。

　手続きは簡単

　申込みは、取扱金融機関に備え

てある「口座振替依頼書」に預金

の種類、口座番号等を記入して提

出して下さい。なお、その際、預

金通帳と預金に使用している印鑑

をご持参下さい。

新入学児年賀はがき

当選番号発表

＊　　白石郵便局一一＊

　白石郵便局では、本年4月に新

しく1年生になられる子供さんに

絵

一替
．．、r峯騨．〆ア・

　一度の手続きで、変更・解約し

ない限り、次年度も自動的に納税

されます。

　課税額の通知

　口座振替依頼者には、課税明細

等の納税通知書を送付し、指定さ

れた金融機関に納付書を送付しま

す。

　領収証書

　その年度に振替納付された1力

年分をまとめて3月末日までに市

役所から納税者へ送付します。

　変更・解約

　変更・解約は、申込み金融機関

で手続をして下さい。

　税　目

1，市県民税（普通徴収分のみ）

2．固定資産税・都市計画税

3．軽自動車税

4．国民健康保険税

　取扱金融機関

　七十七銀行白石支店

　仙南信用金庫本店

　仙南信用金庫駅前支店

　仙南信用金庫駅前支店中町出張所

　徳陽相互銀行白石支店

　振興相互銀行白石支店

　宮城労働金庫白石支店

　白石市農業協同組合各支所

　問い合せ

O市県民税、固定資産税、都市計

　画税、軽自動車税については

　税務課　納税係（内線143）

●国民健康保険税については

　保険課　保険税係（内線152）

●上記取扱金融機関

年賀はがきをお送りしましたが、

1月19日、東保育園のご協力によ

り抽選会を開催し、下記のとおり

当選番号が決まりま1、た。年賀は

がきを受けとられた方は、お確か

めください。

懸字習発嚢会
　自石市内の特殊学級児童・生徒

による歌やおどりの発表会があり

ます。多くの市民の方々の参観を

お待ちしております。

〉主催
　　白石市手をつなぐ親の会

　　白石市校長会

〉日　時

　　2月8日（水）9＝30～11：30

＞会場
　　白石市中央公民館大ホール

〉内容
　　特殊学級児童・生徒による、

　　歌・おどり・合奏・劇など。

響1、ll穐隼虜仙南繰L脅

　自■マ所曹内看護職覇

　語習会
　宮城県と自石・刈田地区医療対

策委員会（朝倉松雄会長）では、

最近の医学および看護技術にっい

て修得して頂くため次により講習

会を開催します。

　現在、就業していない有資格者

の方々も受講できますので、ぜひ

ご参加されるようお願いします。

　なお、受講希望者は、2月10日

匿ぽで仙南保健所自石支所（費02

2242一（5）2107）にお申し込みくだ

さい。

〉期日　昭和59年2月13日（月）～15

　日（水）と2月20日（月）～21日（火）の5

　日間（午前9時30分から午後3

　時まで。）

＞場所　自石市健康センター会議

　室（2階）

〉講習科目　糖尿病等慢性疾患、

　老人看護

〉受講料　無料

〉当選番号　A，B組共通下2け

　た09、11、27、31、
　36、63、74、85、91、
　92、93。
〉引換場所　自石郵便局の保険窓

　口でお受け取りください。

ノ4



麟驚熱誘，ll

　　　　こけしの初びき

　1月2日伝統こけしの里、弥治
郎地区で、こけしファンが見守る
中こけしの初びきが行われました。

　「こけし神社」境内では、神事の

あと正装した新山吉太郎さんが工
、人を代表し初びきを行い、手腕向

上の祈願などが行われました。

　　新春を寿ぐ市民の集い

　1月5日市民会館において新春
を寿ぐ市民の集いが行われました。

350名の参加者は、年の始まり
のあいさっをかわしていました。

アトラクションでは、正派暮柳流
若佐会代表佐藤たへ子さんらによ
る舞いが披露されました。

　　　交通安全祈願
　このほど、交通安全協会臼石支
部（鈴オマ匝秋支部長）、市交通安全

母の会（百瀬和子会長）、の代表者

等が新年にあたり交通安全の祈願
を行いました。今年は「市内から

事故をなくそう」と誓いも新たに
していました。
　　　　　　　　　囹llコ噂姥

休日急患当番医
月　日

2／5
11

12

19

26

内 科

引地医院（5）2036

柿崎医院（5）2210

亘理医院（5）8501

大沼医院（512502

広瀬医院（5）0238

外 科

刈田病院〔512145

銭谷医院（5）2010

宮城医院15）2062

刈田病院15）2145

加藤（大）医院（6）2653

※都合により変更になる場合もあります。

目† 談
（2月分）

相談区分

人権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

高齢者
職業招介

社会保険

相　　談

税務相談

消費生活
相　　談

器
回
ス

　
　
ビ

聴
補
巡
サ

衡言　人．挙EI占炎

無料法津
相　　談

身障者
相

相談日

15

15

15

5n乙6

14

15

15

　15
毎週月・火・

水・木・金

1∫オン9・24

トウホク27

71、
ノホニ

15

15

9

時　間

10＝00～

　15＝00

10：00～

　15：00

10＝00～
　15＝00

10＝00～
　12＝00

10：00～

　13＝00

　
0
『

～
の0
5

り
0
1

9

10：00～

　16：00

10＝00～

　15：00

13：00～
　！4＝00

10：00～
　12：00

10＝00～
　12：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　14：00

場　　所

白石市役所

2階会議室

同 上

同 上

健康センター

2階相談室
健康センダー

2階相談室

臼石市役所

第3会議室

自石市役所

2階会議室

臼石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

白石市役所

白石市役所

4階会議室

白石市役所

第三会議室

内 容

結婚、離婚、遺産相
続、借地借家、雇傭、

差別侍遇問題等

所
て
希

役
い
や

ど
つ
と

な
に
こ

市
事
る

、
仕
い

県
う
て

や
行
つ
等

国
の
困
望

市民の日常の生活上

の困りごと

60歳以上の方の職業

斡旋

健康保険、船員保険、

厚生年金など

税金などに関するこ

と

買物苦情、

一般

消費生活

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法律にっいての困り

ごと

身体障害者の生活、

職業、結婚等

一
一

干∈ ごゴ 7
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